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夏休
なつやす

みのやくそく 
 

 

 

 

 

 

学習
がくしゅう

 

① 計画
けいかく

を立
た

てて勉強
べんきょう

をします。一
いち

学期
が っ き

の復習
ふくしゅう

をがんばります。 

② 宿題
しゅくだい

だけでなく、自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

、自由
じ ゆ う

研究
けんきゅう

にも挑戦
ちょうせん

しましょう。 

③ 夏休
なつやす

みにしかできない勉 強
べんきょう

に取
と

り組
く

みます。（見学
けんがく

・体験
たいけん

・観察
かんさつ

など） 

④ よい本
ほん

をたくさん読
よ

みましょう。（近代
きんだい

図書館
としょかん

も利用
り よ う

しましょう。） 

生活
せいかつ

 

① 早寝
はやね

・早
はや

起
お

きをします。 

② テレビ
て れ び

やゲーム
げ ー む

機
き

、タブレット
た ぶ れ っ と

の時間
じかん

はおうちの人
ひと

とルール
る ー る

を決
き

めて、守
まも

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｓ Ｎ Ｓ
えすえぬえす

やゲーム
げ ー む

の利用
り よ う

について】 

〇 画像
がぞ う

や動画
ど うが

をアップ
あ っ ぷ

しません。 

〇 悪口
わるくち

やいやな言葉
ことば

を書
か

きこみません。 

〇 小学生
しょうがくせい

むけ以外
いがい

のオンラインゲーム
お ん ら い ん げ ー む

などはしません。 

☆ 規
き

則
そく

正
ただ

しい生活
せいかつ

をします。夏
なつ

休
やす

みも、早
はや

寝
ね

・早
はや

起
お

き
き

・朝
あさ

ごはん！ 

☆ 自分
じ ぶ ん

の身
み

は自
じ

分
ぶん

で守
まも

り、安
あん

全
ぜん

に過
す

ごします。 

☆ 家族
か ぞ く

や地
ち

域
いき

の人
ひと

に、自
じ

分
ぶん

からあいさつをします。 

ＳＮＳによる問題行動・・・保護者の監督が不可欠  学校だより「さし人つうしん」⑤6/11配布 
ＳＮＳでの若者の問題行動が後を絶ちません。いじめにつながる事案、詐欺のような犯罪に巻き込まれる事案、性被害

につながる事案、個人情報漏洩につながる事案、著しく信頼を損ね多大な損害を出すような事案が次々に起こってい

ます。例えば、最近では回転寿司で醤油さしを舐めた動画を配信した少年に先日、6700万円の賠償請求もありました

し、鹿児島の公立高校３年生数十人が集団で電子決済アプリを使った不正送金詐欺に関わった疑いがあるという驚く

べき事案も発生しました。 

６月７日(水)に佐志中で小中合同の研修会を開き、そこでもこのＳＮＳが話題となりました。小学校以上に中学校では

深刻な問題となっているようです。小学校でも自分用のスマホやタブレットでＳＮＳを楽しんでいたり、オンラインゲーム

で不特定多数とつながったりしている子がかなりいるようです。情報化時代の今、ＳＮＳは生活に溶け込んだ連絡手段

ですから使うこと自体を否定はできません。ただし、技能とともにモラルやマナーやセキュリティー能力も身に付ける必

要があります。学校でも学年に応じた教材を用いたりして、その危険性や正しい使い方の指導をしています。 

しかし、このＳＮＳの使い方について最も指導すべき立場は、それを与えた保護者であることは間違いありません。子ども

達がＳＮＳをするのも学校外ですから、その使途を一番分かっているのも保護者です。子ども自身が使い方の善悪や危

険性をしっかり判断して使えれば問題はないのでしょうが、それを小学生に任せてしまうのは危険であり、やはり保護者

の監督は不可欠です。繰り返しのお願いとなりますが、スマホやタブレット、ゲームなどの通信機器については、保護者

の皆様の監督責任の下で使わせ、それらに関するトラブル対応も保護者の責任でお願いします。 



③ 午前中
ごぜんちゅう

は遊
あそ

びに行
い

きません。お
  

昼
ひる

ご
 

飯
はん

を食べて
た

から外 出
がいしゅつ

します。 

④ 夕方
ゆうがた

６時
じ

までに家
いえ

に帰
かえ

り着
つ

きます。 

⑤ お手伝
てつだ

いを進
すす

んでします。 

⑥ 遊
あそ

びに行
い

くときは、帽子
ぼ う し

をかぶり水筒
すいとう

を持
も

っていきます。 

⑦ 知
し

らない人
ひと

に誘
さそ

われても絶対
ぜったい

についていきません。 

⑧ 出
で

かけるときは、おうちの人
ひと

に行先
いきさき

と友達
ともだち

の名前
な ま え

、帰
かえ

る時刻
じ こ く

を伝
つた

えます。 

⑨ 校区外
こうくがい

へ子
こ

ども達
たち

だけで行
い

かず、おうちの人
ひと

（大人
お と な

の人
ひと

）といっしょに行
い

きます。 

⑩ 危険
き け ん

な遊
あそ

びをしません。（エアガン
え あ が ん

やモデルガン
も で る が ん

で遊
あそ

ぶことや花火
はなび

をすることなど） 

※花火
はなび

は、 必
かなら

ずおうちの人
ひと

（大人
お と な

の人
ひと

）といっしょにします。 

⑪ お店
みせ

などの駐 車 場
ちゅうしゃじょう

や工事
こう じ

現場
げんば

など、危険
きけん

なところで遊
あそ

びません。 

⑫ 海
うみ

・川
かわ

・池
いけ

での魚釣
さかなつ

り、水遊
みずあそ

び、海水浴
かいすいよく

は必
かなら

ず大人
お と な

の人
ひと

と行
い

きます。  

⑬ お店
みせ

では騒
さわ

いだり、走
はし

り回
まわ

ったりして迷惑
めいわく

をかけません。 

⑭ 児童
じ ど う

公園
こうえん

では決
き

まりを守
まも

って、物
もの

を大切
たいせつ

にし、迷惑
めいわく

をかけないように遊
あそ

びます。 

⑮ 友達
ともだち

とお金
かね

やもの（カード
か ー ど

など）の貸
か

し借
か

りや、やりとりは絶対
ぜったい

にしません。 

⑯ 友達
ともだち

の家
いえ

に泊
と

まりません。大人
お と な

の人
ひと

が留守
る す

の家
いえ

にはあがりません。 

交通
こうつう

安全
あんぜん

 

① 歩道
ほ ど う

がない道路
ど う ろ

では右
みぎ

はしを歩
ある

きます。 

② 横断
おうだん

歩道
ほ ど う

を右
みぎ

左
ひだり

確
たし

かめてわたります。横断
おうだん

歩道
ほ ど う

のないところはわたりません。 

③ 道路
ど う ろ

にとび出
だ

しません。曲
ま

がり角
かど

では必
かなら

ず一度
いちど

、止
と

まります。 

④ 自転車
じてんしゃ

の危険
き け ん

な運転
うんてん

をしません。（手
て

ばなし・二人
ふた り

乗
の

り・スピード
す ぴ ー ど

の出
だ

しすぎなど） 

⑤ 自転車
じてんしゃ

に乗
の

る範囲
はんい

は、自分
じぶん

の学年
がくねん

のきまりを守
まも

ります。 

１年生
ねんせい

 

どうろで のるときは、 おとなと いっしょに のりましょう。 

こどもだけのときは、 あんぜんな ひろばなどで のりましょう。 

がっこうの うんどうじょうで れんしゅうするときは、 そとがわを つかってください。 

２～３年生
ねんせい

 自分
じぶん

の町内
ちょうない

だけで乗
の

りましょう。危
あぶ

ないので、バ
ば

ス
す

通
どお

りでは乗
の

りません。 

４～６年生
ねんせい

 校
こう

区内
く な い

で乗
の

りましょう。危
あぶ

ないので、バス
ば す

通り
どおり

では乗
の

りません。 

 

その他
ほか

 

① 学校
がっこう

に用
よう

があるときは、事務室
じ む し つ

または職員室
しょくいんしつ

の先生
せんせい

に言
い

ってから教室
きょうしつ

に入
はい

ります。 

② 交通
こうつう

事故
じ こ

やその他
ほか

の事故
じ こ

などが起
お

きたら、すぐ学校
がっこう

に連絡
れんらく

してもらいます。 佐志小学校☎ ７４‐３４４５ 


